
自己評価票 大多喜城分館

自己

評価

総合

評価

自己評価

達成 4 A 達成 達成値≧75％ 4

ほぼ達成 3 B ほぼ達成 達成値≧65% 3

やや不十分 2 C やや不十分 達成値≧50% 2

不十分 1 D 不十分 達成値＜50% 1

値の説明 数値

平成３０年度実績 2020件

資料総点数 2020件

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

館設定○○年度の目標

平成３０年度実績 7件

要望のあった件数 7件

平成３０年度実績 5件

要望のあった件数 5件

平成３０年度実績 25件

前年度実績 25件

平成３０年度実績 16件

前年度実績 13件

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

前年度実績

目標値＜50％

分類 大項目 中項目

小　　項　　目
達成

状況

千葉県立博物館の事業に係る自己評価票（平成３０年度事業）

達成度（数値達成度のめやす） 満足度欄の達成度

目標値≧100％

目標値≧80％

目標値≧50％

総合

評価

備考

　上段：達成値　下段：目標値

Ⅰ

収蔵資料

の整理・

保存有効

活用・調

査研究

収蔵資料

1 博物館資料の受入等 4

収蔵資料

の有効活

用

4 館外貸出（外部機関等展示等） 4

A

A

借用資料２点を返却し、受託から受

贈に変更した資料が３点、新規受贈

が２点。よって増減なし。新規受入

は５月以降停止した。

2 資料の情報化・公開実績

3

5 館内利用（学術調査等） 4

6

著作物資料への利用（出版物掲載

等）

4

大項目Ⅰの総合評価（Ａ～Ｄ） A

企画展の借用先が増えたた

め調査が増えた。

8

共同調査事業件

数

件数調査研究

7 調査事業件数 件数 4

A

9

研究成果の公開

状況

論文研究報告

博物館コメント 博物館のあり方の見直しに備えるため、資料の新規受入は、５月以降停止している。
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値

分類 大項目 中項目

小　　項　　目
達成

状況

総合

評価

備考

　上段：達成値　下段：目標値

平成３０年度実績 77,362人

前年度実績 97,368人

平成３０年度実績 11,578人

前年度実績 11,831人

○○年度実績

館設定○○年度の目標

平成３０年度実績 3回

前年度実績 3回

平成３０年度実績 1回

前年度実績 1回

平成３０年度実績 2回

前年度実績 2回

平成３０年度実績 85%

前年度実績 96%

○○年度実績

館設定○○年度の目標

平成３０年度実績 45回

前年度実績 42回

○○年度実績

館設定○○年度の目標

平成３０年度実績 13件

前年度実績 21件

Ⅱ

入館者数

と来館者

の満足度

来館状況

1 博物館 入館者数 2

B

3

企画展（事業名）

入館者数

総合的な

満足度

7 博物館

水道設備故障のため４０日

間休館したため、入館者が

減少した。

2

企画展「房総ゆか

りの甲冑」

入館者数 3

A

6 トピックス展等 実施回数 4

展示の充

実

8

企画展（房総ゆか

りの甲冑）
平成３０年度実績 73% 3

5

企画展［房総ゆか

りの甲冑」

実施回数 4

4 常設展示 更新回数 4

9 トピックス展等 ○○年度実績

アンケート満足度

「とっても良かった」

＋「良かった」の割

合

○○年度実績

B

大項目Ⅲの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント 臨時休館の影響で入館料が減少した。

Ⅲ

財源の確

保

大項目Ⅱの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント 40日間の臨時休館の影響があるので単純に前年度実績と比較はできないが、総入館者数が10万人を下回ったことは残念である。

3

B

外部資金 2 外部資金の獲得 件数

入場料 1 入場料収入 達成率

4

B2 HPでの利用状況 アクセス数

1 HP等の情報発信 アップ数

3

報道機関への情

報発信

取材件数 2

臨時休館のため取材の要望

が減少した。

博物館コメント 臨時休館の情報発信のためアップ数が若干増加した反面取材の要望は減少した。

Ⅳ

広報活動

の積極的

な展開

広報情報

発信

大項目Ⅳの総合評価（Ａ～D） B
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値

分類 大項目 中項目

小　　項　　目
達成

状況

総合

評価

備考

　上段：達成値　下段：目標値

平成３０年度実績 17校

前年度実績 35校

平成３０年度実績 1114人

前年度実績 1589人

平成３０年度実績 967人

前年度実績 1493人

平成３０年度実績 9校

前年度実績 5校

平成３０年度実績 370人

前年度実績 195人

平成３０年度実績 9団体

前年度実績 8団体

平成３０年度実績 9回

館設定○○年度の目標 8回

平成３０年度実績 2649人

前年度実績 3991人

平成３０年度実績

館設定○○年度の目標

平成３０年度実績 135人

前年度実績 137人

Ⅴ

学校及び

地域（関

係団体）と

の連携・

協働

学校との

連携

1

学校利用受入

学校数 1

B3 生徒・児童 入館者数 2

臨時休館のため入館者数が

減少した。

地域関係

団体との

連携

6

連携・共催（大

学、NPO等）

団体数 4

B

4

博学連携（幼小

中高への出前講

座等）

学校数 4

5 利用者数 4

臨時休館のため利用学校数

が減少した。

2 入館者数 2

臨時休館のため入館者数が

減少した。

7

9 友の会活動 利用人数

利用回数 4

8 利用者数 2

さくらまつりの利用者数が減

少した。

大項目Ⅴの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント 臨時休館のため利用者が減少した。またさくらまつりは開花時期を逃したので来場者が減少した。

10 ボランティア活動 活動延人数 3
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値

分類 大項目 中項目

小　　項　　目
達成

状況

総合

評価

備考

　上段：達成値　下段：目標値

平成３０年度実績 24人

前年度実績 57人

平成３０年度実績 25人

前年度実績 42人

平成３０年度実績 5人

募集員数 5人

平成３０年度実績 169人

募集員数 100人

○○年度実績

前年度実績

○○年度実績

募集員数

平成３０年度実績 286人

前年度実績 267人

○○年度実績

前年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

館○○年度の目標

3 歴史教室 参加者数 4

参加者数 1

C

きのこ観察会は臨時休館の

ため中止

2

博物館セ

ミナー「古

文書講座」

参加者数 2

古くからの受講者が高齢化し

て減少した。

1

講座

博物館セ

ミナー「大

多喜を学

ぶ」

6 ○○○○ 参加者数

参加者数 4

A5 ○○○○ 参加者数

4

体験

教室

甲冑、小

袖、裃の

試着

8 ○○○○ 参加者数

企画展関連事業 参加者数 4

A

7

総合的な

満足度

9

講座

○○○○

満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

11 ○○○○

14

15 ○○○○

満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

12

体験

教室

○○○○

満足度「とっても良

かった」＋「良かっ

た」の割合

13

10 ○○○○

○○○○

○○○○

大項目Ⅵの総合評価（Ａ～D） B

利用状況 17

相談件数

（来館、メール、電話

等）

利用件数

Ⅵ

教育・普

及活動

来館状況

16 ○○○○

博物館コメント 企画展関連事業が堅調だが館主催の講座の充足率が低いので、内容や募集方法を検討する必要がある。
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値

分類 大項目 中項目

小　　項　　目
達成

状況

総合

評価

備考

　上段：達成値　下段：目標値

○○年度実績

館設定○○年度の目標

平成３０年度実績 1人

募集員数 1人

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

館の計画

平成３０年度実績 3回

館の計画 3回

平成３０年度実績 74団体

前年度実績 88団体

平成３０年度実績 2703人

館設定○○年度の目標 3356人

平成３０年度実績 24団体

前年度実績 22団体

平成３０年度実績 1210人

前年度実績 1305人

2 教員等の研修 4

地元中学校からの申し入れ

があったため受け入れた。

Ⅶ

人材育成

と安全管

理

実習

研修

1 博物館実習

A

3 職場体験

4 インターンシップ

博物館コメント 建物の耐震強度不足なので防災訓練は積極的に実施している。研修等は、職員数が減少したこともあり積極的に受け入れていない。

6 防災訓練実施等 実施回数 4

安全管理

5 研修会の開催 実施回数

A

Ⅷ

観光資源

としての活

用

観光連携

1

県外来館団体入込

3

大項目Ⅶの総合評価（Ａ～D） A

4 3

B

臨時休館の影響で減少し

た。

2 3

臨時休館の影響で減少し

た。

3

外国人来館入込

4

総合評価（Ａ～D）　　 ［各達成度の平均］ B

総合評価と次年

度への対策

展示内容を充実させ入館者数を10万人台に戻すことをめざしたい。

大項目Ⅷの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント 臨時休館の影響で入り込み数が減少した。
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